
新規就農先輩の軌跡 №133   <2020(R2) 11月掲載> 

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：横山 大地 

住所：加古郡播磨町西野添 

年齢：３８歳 

農地：34a（借地24a） 

施設：ビニールハウス 

・1,000㎡ （7.2m×35m×４棟）

・767㎡ （7.2m×35.5m×３棟）

・165㎡：育苗用

経営内容：施設いちご(1,500㎡) 

施設トマト(250㎡) 

施設レタス(250㎡) 

労働力：本人、繁忙期に両親＋雇用１名 

出荷先：直売所（自宅、ＪＡ）、洋菓子店 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

平成 22年 楽農生活ｾﾝﾀｰ 就農ｺｰｽ受講 

平成 23年 明石市魚住町にて就農 

平成 27年 地元の播磨町へ就農地を移転 

認定新規就農者 認定 

稲美農業青年クラブ入会 

平成 29年 1月 認定農業者 認定 

令和元年 稲美農業青年クラブ脱会 

令和２年 明石農業青年クラブ入会 

現在に至る 

○良かった点

 自分に合った農業経営が自己責任で自由

にできるところ。

 よい師匠、先輩、仲間に巡り会えたこ

と。

 お客さんに「おいしいかったよ」などの

感謝の言葉を頂いたことやそれがやる気

につながるところ。

○苦労した点

 毎年の異なる気候や土の状態に合わせた

栽培をすること。

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

 母の実家が農家であったことや、小さな

頃から父が家庭菜園をしていて、農に触れ

て育った中で、自分の一生の仕事を選ぶの

に迷った時、自然と農業への興味を持ち、

農家を目指した。 

 農業は無限の可能性を持っていて、多く

の人を幸せにできる魅力がいっぱいの仕事

だと思います。この仕事を楽しみながら共

に農業の世界を盛り上げていきましょう。 

定植後のいちごハウス 


